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代表者 代表取締役会長 松尾 康志

代表取締役社長 中原 信子

事 業 メリーズシステム事業 ～地域食品資源循環ソリューション～

エアーウォッシュ事業 ～室内環境改善ソリューション～

https://www.well-c.co.jp/


3

有機系地域資源リサイクルによる
循環経済社会構築を目指して

令和２年度 経済産業省
地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事
業
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北九州エコタウン
リサイクルセンター

オンサイト処理オフサイト処理

市場内
６事業所
650t/年

市場外
４事業所
2,840t/年

市内
39事業所
3,190t/年

市内
12事業所

市内
12事業所

オフサイト処
理

1,300t/年

１次発酵物
（発行分解床）

２次･３次発酵 堆肥320t

北九州市内
農家25軒
北九州市
ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ
響灘緑地
（緑地用）

農作物

食品
廃棄物

収
集
運
搬

下関市
農事組合法人内日三町生産組合 農作物

農家35軒

130t堆肥 40t堆肥

遠賀郡岡垣町
ぶどうの樹グループ

農家25軒

北九州市

農作物

北九州市内
参加事業所数：61事業所
リサイクル量：8,000トン/年
堆肥量 ：320トン/年

北九州市を中核とした
食品循環資源の地域循環共生圏
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JICA事業

実施場所：マレーシア国キャメロンハイランド市

公示
年度

スキーム 事業名 外部人材

基礎調査

2017 案件化調査（中
小企業支援型）

食品系廃棄物の堆肥化お
よびリサイクルループの構
築に係る案件化調査

公益財団法人北
九州国際技術協
力協会（KITA)

2018 普及・実証・ビジネ
ス化事業（中小企
業支援型）

食品系廃棄物の堆肥化及
びリサイクルループの構築
に係る普及・実証・ビジネス
化事業

同上



提案製品・技術

・市場や病院、スーパー、飲食店などから出る食品系
廃棄物を収集して堆肥化し、その堆肥を農家へ供
給し、できた野菜を販売するリサイクルループの構
築を行う。
・日本国内において、約600ケ所の事業所に堆肥化
装置を設置し、年間約6万トンの食品系廃棄物を堆
肥化する事業を展開中。

マレーシア国食品系廃棄物分野における開発課題

・食品系廃棄物の排出量の削減

・食品系廃棄物のリサイクル促進

・堆肥を使用した減農薬特別栽培の普及

堆肥化装置

開発ニーズ（課題）へのアプローチ方法（ビジネスモデル）

・マーケットや農家から出る野菜残渣の更なる確保

・堆肥を使った減農薬栽培を行う農家の更なる確保

・処理量増加による堆肥化処理料金の低コスト化

・堆肥の品質の向上による高価格化

・減農薬栽培による農産品の消費拡大

• 契約期間：2019年8月～2022年6月
• 対象国・地域：マレーシア国パハン州キャメロンハイランド市
• カウンターパート機関：マレーシア国固形廃棄物管理公社（SWCorp）
• 案件概要：一般廃棄物のうち、野菜残渣や生ごみからなる「食品系廃棄物」
を分別収集し堆肥を製造する。その堆肥をモデル農家で試験的に使用して
減農薬特別栽培野菜を生産するリサイクルループを構築する。

• また本事業実施後は、引続き本事業を現地及びマレーシア国内で拡張する
ビジネス展開を図る。

対象国に対し見込まれる成果（開発効果）

・本事業により、食品系廃棄物の分別・収集・堆肥化
からなるリサイクルループのシステムがマレーシア
国の好事例となる。
・同ループの構築により、コンポストセンターでの高品
質堆肥を安定して製造できる技術が確立できる。
・高品質堆肥を使った減農薬特別栽培農家が増加
し、ビジネス展開の基盤を生む。

本事業の内容

マレーシア国 食品系廃棄物の堆肥化及びリサイクル
ル―プの構築に係る普及・実証・ビジネス化事業

株式会社ウエルクリエイト（福岡県北九州市）

投入される
野菜残渣
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期間 2019年8月から2022年6月まで
メンバー 日本から8名
訪問
1回目・ ・ ・ 2019年8月（調整）
2回目・ ・ ・ 2019年9月（キックオフ）
3回目・ ・ ・ 2019年10月（設置稼働）

（2019年11月4日稼働開始）
4回目・ ・ ・ 2019年12月（運用確認）
5回目・ ・ ・ 2020年1月（運用確認）
6回目・ ・ ・ 2020年3月（キャンセル）

（2020年3月24日から6月16日まで
コロナ外出制限のため停止）
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堆肥化装置・粉砕機・搬送用スクリューコンベア類の搬入
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コンポストマシンへ残渣投入、コンポストマシン内部、残渣破砕後
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新型コロナウイルスの制限（マレーシア）

①3月18日から3月31日まで移動制限（MCO）

②4月1日から4月14日までMCO延長

③4月14日から4月28日までMCO延長

④4月29日から6月9日までMCO延長

⑤6月10日から回復移動制限（RMCO）

⑥（8月28日）年末までRMCO延長
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新型コロナウイルスでの活動

①3月24日から6月16日まで休止

②6月10日、再開に向けZoom会議（10名）

③6月17日から稼働

④以降は、Zoom会議、LINE、Whatsapp、
電子メールを活用してリモートサポート
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Zoom会議

試験栽培用地（イメージ）

← 堆肥化

試験用地の →

事前成分分析 →



【リモートで出来ること】

①写真や動画やリアルタイムでの会話

②試験栽培についての調整

【リモートで出来ないこと】

①ニオイや硬さ・含水率などの確認

②映らない部分の確認

③現場での雰囲気（オフモード）

14



15

ご清聴ありがとうございました

株式会社ウエルクリエイト

松尾 隆貴

https://www.well-c.co.jp

tmatsuo@well-c.co.jp


